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　7月 20日に「第 5回ほたるの里ふれあいまつり」が犀川
横瀬のほたるの里公園で開催されました。公園の名前にち
なんで「北九州ほたる館館長」のほたるの生態についての
お話や、大分県無形文化財の「人形芝居劇」、「マジックシ
ョー」が観客の目を引いていました。
　毎回恒例の「横瀬神楽」では鬼がちびっ子にお菓子を振
り撒きながら会場を盛り上げました。会場内は祓川で川遊
びをする家族連れや子どもたちで大きく賑わい、今年のふ
れあいまつりも大盛況でした。 2008

http://www.town.miyako.lg.jp/
ＭＩＹＡＫＯ
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戦
争
と

平
和

　

今
年
の
８
月
15
日
で
63
回
目

の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
前
の
８
月
６
日

に
は
広
島
、
８
月
９
日
に
は
長

崎
で
の
原
爆
の
日
を
迎
え
ま

す
。

　

み
や
こ
町
か
ら
も
多
く
の
人

が
戦
地
に
赴
き
９
２
９
人
の
尊

い
命
が
散
っ
て
逝
き
ま
し
た
。

戦
後
長
い
年
月
と
と
も
に
、

戦
争
で
の
辛
く
苦
し
い
記
憶
が

薄
れ
て
い
る
昨
今
、
無
差
別
的

な
殺
人
や
若
者
の
自
殺
、
ま
た

国
外
で
は
内
戦
、
紛
争
や
テ
ロ

な
ど
人
の
命
の
大
切
さ
を
無
視

し
た
凄
惨
な
事
件
が
数
多
く
起

き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、

今
一
度
昔
を
振
り
返
り
戦
争
の

苦
し
さ
、
悲
し
さ
、
痛
ま
し
さ

を
理
解
し
、
平
和
の
大
切
さ
や

命
の
重
さ
を
考
え
直
し
、
先
人

た
ち
の
尊
い
犠
牲
の
も
と
に
現

在
の
社
会
が
築
か
れ
て
い
る
思

い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

み
や
こ
町
で
も
、
核
廃
絶
と

恒
久
的
な
平
和
へ
の
思
い
を
込

め
、
平
成
18
年
12
月
に
「
核
兵

器
廃
絶
平
和
の
町
」
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
月
は
戦
争
と
平
和
、
そ
し

て
命
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

遺
族
会

　

み
や
こ
町
に
は
旧
校
区
毎

（
犀
川
３
・
勝
山
３
・
豊
津
３
）

に
遺
族
会
が
あ
り
、
各
校
区

や
集
落
等
に
お
け
る
追
悼
行
事

や
学
校
で
の
平
和
学
習
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
犀
川
１
７
３
名
、

勝
山
１
８
４
名
、
豊
津
１
３
８

名
の
合
計
４
９
５
名
で
、
主
に

遺
児
、
未
亡
人
、
兄
弟
な
ど
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
遺
族
会
に
戦
争
の
話

を
伺
い
ま
し
た
。

（
長
い
年
月
を
経
て
）

　

世
間
に
戦
後
生
ま
れ
の
人
の

割
合
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

現
在
、
戦
時
中
の
苦
し
い
生
活

や
身
内
が
戦
死
し
た
悲
し
い
記

憶
が
徐
々
に
薄
れ
て
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

若
い
青
年
が
ハ
ガ
キ
１
枚
で

戦
地
へ
召
集
さ
れ
散
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
無
念
の
思

い
を
汲
み
取
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

　

最
近
の
痛
ま
し
い
事
件
や
自

殺
な
ど
、
命
を
粗
末
に
す
る
よ

う
な
行
為
が
い
か
に
愚
か
な
事

か
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
苦
し
か
っ
た
戦
中
・
戦
後
）

　

戦
中
・
戦
後
は
生
活
が
大
変

苦
し
く
、
農
家
に
お
い
て
は
食

糧
難
に
よ
る
厳
し
い
米
の
供
出

の
割
当
て
に
よ
り
、
毎
日
空
腹

な
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
お

腹
が
空
い
て
眠
れ
ず
、
夜
中
に

水
を
飲
み
に
起
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

特
に
主
た
る
働
き
手
で
あ
る

父
親
が
戦
死
し
た
家
庭
で
は
、

作
業
に
手
が
足
り
ず
毎
日
遅
く

ま
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
母
親
が
小
さ
い
乳
飲
み
子

を
抱
い
て
農
作
業
に
出
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

（
さ
み
し
い
帰
宅
）

　

出
征
の
時
は
、
隣
近
所
や
親

戚
一
同
集
ま
っ
て
「
バ
ン
ザ
ー

イ
」
と
賑
や
か
に
送
り
出
し
ま

し
た
が
帰
り
は
一
変
。
戦
死
し

た
者
を
出
迎
え
る
の
は
一
握
り

の
身
内
の
み
で
し
た
。

　

遺
骨
箱
に
は
本
人
の
遺
骨
は

入
っ
て
お
ら
ず
、
名
前
を
書
い

た
紙
切
れ
１
枚
の
み
で
、
と
て

も
軽
か
っ
た
で
す
。

　

亡
く
な
っ
た
者
は
大
変
無
念

で
す
が
、
残
さ
れ
た
者
も
大
変

辛
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
を
二
度
と

し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
も

平
和
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

戦
没
者
追
悼
式

慰
霊
祭

　

み
や
こ
町
で
は
、
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
９
２
９
人
の
戦
没

者
を
偲
び
、哀
悼
の
意
を
捧
げ
、

恒
久
的
な
平
和
を
祈
念
し
、
併

せ
て
一
般
物
故
者
に
お
き
ま
し

て
は
、
激
動
の
時
代
を
生
き
抜

き
、
現
代
社
会
の
礎
と
な
り
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
の
意
を
述
べ
、

そ
の
記
憶
を
思
い
遣
る
た
め
、

８
月
22
日
㊎
17
時
か
ら
サ
ン
・

グ
レ
ー
ト
み
や
こ
大
ホ
ー
ル
に

て
戦
没
者
・
物
故
者
合
同
追
悼

式
（
慰
霊
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

式
典
の
方
式
に
つ
い
て
は
、

無
宗
教
に
よ
る
献
花
方
式
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
63
年
と
い
う
長
い
年
月

に
よ
り
、
こ
の
痛
ま
し
い
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
へ
の
思

い
を
語
り
継
ぐ
た
め
に
も
、
関

係
者
並
び
に
多
く
の
皆
様
の
ご

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

集
落
や
学
校
の
傍
に
あ
る
忠
魂
碑

写
真
は
犀
川
生
立
に
あ
る
忠
魂
碑
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◆日時：８月 22日㊎　17時開式
◆場所：サン・グレートみやこ（勝山黒田 86-1）
○当日は送迎バスを運行します。

【犀川地区】 【豊津地区】

役場犀川支所前 役場豊津支所前

出発時刻：16 時 30 分
※追悼式終了後、それぞれ帰りのバスを運行いたします。
　なお、夏祭りへの参加については各自でご配慮ください。
◆問合せ先：介護福祉課　福祉係

※�物故者のご遺族に対しての案内は個人情報保護の
ため行っておりません。

第３回　みやこ町　夏まつり
◆開催期日：：平成 20 年 8 月22日㊎
　※雨天の場合翌日 23日㊏に順延
◆開催場所：サン・グレートみやこ　周辺
◆協力：盆踊り保存会
＜おもな催し物＞

　・太鼓競演　18：20 ～
　・盆踊り　　19：30 ～
　・打上花火　20：30 ～
　※進行状況により、時間を変更することがあります。

　・各種出店
◆実施主体：
　みやこ町夏まつり実行委員会・みやこ町
◆問合せ先：企画調整課　商工観光係

イ ベ
ン ト

情
報

戦没者・物故者合同追悼式
－　慰霊祭　－

広
報
み
や
こ�

８
月
号
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･･･
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と
う

･･･
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第
38
回
郡
市
少
年
の
主
張
弁
論
大
会･･･

20

　

人　口 22,793人 （ △18人）

　男 10,736人人 （ △15人）

　女 12,057人人 （ △3人）

世帯数 8,550世帯 （ ＋5世帯）

※ 6月末現在の住民基本台帳から

ひとの動き
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課名 課長名 参事名 課長補佐名 係名 係長名 職員氏名

勝山庁舎

総務課 山本　倫明 　 長野　正美

総務係 中尾　寛昭 元松　愛文 有馬　孝泰 　

行政係 課長補佐兼務 古谷　泰隆 井上　唯子 　

人事秘書係 山見　紀幸 井上　洋子 長尾 優美子 吉元　慎治

企画調整課 中村　政弘
（企業立地担当）

原　耕治 　

企画調整係 進　　光晴 吉武　　剛 橋本　道雄 中村　理恵

商工観光係 立花　博美 品川　鈴子 進　　　譲 　

都市計画係 葉瀬垣 和雄 川寄 光一郎 　 　

財政課 有馬　善徳 　 吉永　秀信

財政係 亀田　国宏 中村　健治 吉武　博一 波多　友美

管財係 中原　裕二 高城　幸枝 瓦川　崇紀 　

情報電算係 本吉　敏之 久松　博幸 　 　

人権男女
共同参画課 廣末　　豊

（隣保館）
青木　修 平田　敏子

人権政策係 村上　富江 元木　隆太 　 　

男女共同参画係 課長補佐兼務 （兼）元木隆太 　 　

税務課 久保　良美 　 　

住民税係 進　　　勲
砂田　　功 柴藤　裕志 森　　嘉章

中尾　直樹 村上　悠子 　

固定資産税係 尾崎　　喬
梅田　和代 熊田　裕介 後藤　裕一

岡崎 幸太郎 　 　

徴収対策課 北野　満典 　 大森　龍磨 徴収収納係 山本　淳一
檜垣　文子 白水　淳一 向井　洋平

立花　康弘 品川 さつみ 　

住民課 村上　重範

　
　
　
　

森下　高志

住民係 緒方　真一
日隈　希美 角田　　希 吉永　　彩

中川 由美子 　 　

環境衛生係 渡辺　敏行 徳永 美樹子 新貝　卓也 古野　一徳

国保年金係 村中　隆秀
横道　　裕 白石　慎吾 大八木 清香

梅林　　瞳 　 　

児童係 荒巻　澄子 田中　靖一 　 　

介護福祉課 久松　逸雄 　 森下　和郎

福祉係 重岡　正和
沖永　美保 清田 智恵美 楠森 のぞみ

山本　一男 　 　

介護認定係 荒巻　　誠 倉谷　博之 源田　千秋 　

介護給付係 田中 ミツヨ 益田　康平 香月　宏文 　

包括支援ｾﾝﾀｰ 前田　正光 種生　秀子 木村 てるみ

健康
づくり課 荒巻　典親

（やまびこ診療所）

松尾　隆
緒方 こずえ 健康づくり係 奥村　芳孝

宮坂　　剛 尾家　彰子 　

田中　浩美 安河内 香織 岡部　千恵

篠原　幸子 定村　浩世 　

　 やまびこ診療所 　 小野　幸子 村上　聡美

住宅管理課 野田　　昇 　 髙尾　和彦
管理係 緒方 味根芳 白川　茂久 松下   公紀 　

工務係 安藤　輝美 浦山　美範 桃坂　真美 　

会計課 荒巻　重夫 　 川上　茂昭 会計係 塚本 紀久江 茅田　佳子 　 　

議会事務局 前田　文憲 大久保 正信 　 　 松岡　美鈴 種生　宣隆 　 　

監査事務局 　 （兼）大久保正信 　 　 （兼）松岡美鈴 　 　 　

人事
動異

　

平
成
20
年
７
月
１
日
付
で
職
員

の
人
事
異
動
が
あ
り
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

みやこ町職員配置表（平成20年7月1日現在）
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課名 課長名 参事名 課長補佐名 係名 係長名 職員氏名

犀川庁舎

総合窓口課 林　　重孝 田中　繁美 上田　政三

総務管理係 中村　銀次 山口 佐代子 清田　正信 　

総合窓口係

髙村 恵美子 北野 須恵美 山野 美由貴 島内 恵美子

中川　賢治 元木　裕子 進　　幸代 　

秋吉　良晴 　 　 　

国土調査係 谷森　　勉 塚本　　徹 　 　

農政課 山下　茂治 　 能方　　壽 農政係 三角　房幸
髙尾　生代 白川　義徳 宇戸　孝年

安田　　誠 吉永　智仁 　

農業委員会 山口　邦生 　 　 農地係 山野　和寿 進　　和憲 　 　

建設課 藤本　良一 　 森高　健二
建設係 原田　陽二

白銀　善弘 前田　潤子 谷　　圭一

三岳　一恭 角田　良樹 柿野　重文

農林土木係 三隅　　忠 日塚　　晃 坪石　洋和 高尾　敦士
伊良原ダム
対策課 奥田　和明 　 　 推進係 　 中尾　克則 　 　

城井出張所 　 緒方　浄宣 　 　 　 　 　 　

伊良原出張所 　 　 大久保 守彦 　 　 　 　 　

豊津庁舎

総合窓口課 中嶋　純男

　
　
　
　
　

中村　雅裕

総務管理係 石谷　　守 川邊　良子 白川　三鶴 　

総合窓口係

白銀　美鈴 田原　砂江 廣末　貴子 能方　　智

村本　幸子 徳永　篤 森　恵美子 　

柿野 真知子 　 　 　

進　　貞敏 　 　 　

上下水道課 末松　繁憲 源田　秀美 　

上水道係 坂邊　芳則 吉武　誠一 濱島　康彰 奥　　克明

下水道係 白石　由実 中野　広行 住吉　康孝 　

業務係 柿野　善広 井上　直也 内山　敦子 　

教育委員会

教務課 村田　正道 　 　
総務係 山中　一彦 松岡　和利 桃坂　秀樹 　

教務係 高辻　一美 水上　貴子 田中　優子 　

生涯学習課 進　礼次郎

小林　　勉 　

社会教育係 末永　弥義 ( 兼 ) 長尾勝芳 濱島　　郁 岡田   理奈
人権・同和
教育係 （兼）末永弥義 長尾　勝芳 ( 兼 ) 濱島　郁 ( 兼 ) 岡田理奈

体育係 進　　友雄 高木　智成 渡辺 翔太郎 　

文化係 川本　英紀 辛嶋　眞治 木村　達美 井上　信隆

図書館係 参事兼務 有馬 久美子 成定　　綾 石本 恵美子

市岡　　保 　 犀川教育係 　 村上　俊子 　 　

中村　正輝 　 勝山教育係 　 中村 小夜子 　 　

保育所

犀川保育所 柏木　清子 　 大森　照江 林田 吏江子
（第１）
黒田保育所 井上 千加子 　 石本　裕子 橋本　寛子 福田　容子

（第２）
久保保育所 高瀬 佐和美 　 宮崎 まゆみ

岸良　公子 能方　順子 小川 真理子

原田　玉子
（第３）
諫山保育所 中原　礼子 　 是則 れい子 犬塚　　薫

豊津保育所 平田 香代子 　 出口　清子 岡野 みどり 花田　昌代 　

節丸保育所 野村　育代 　 武田　正代

派遣

給食センター
　

進　　洋行 　
　 舛田　政博

森山 小津枝 奥田 美代子 　

白石　豊美 宮崎　千尋 　

　 　 嶋田　政國 　 　 　

清掃施設組合 　 　 　 　 　 小森　一仁 　 　

福岡県 　 　 　 　 　 嶋井　敏彦 　 　
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　今年度の国民年金保険料は月額 14,410 円です。この保険料の納付は、納付書をもって金融機関で納めていた
だく方法の他に、口座からの自動引落しで納めていただく事もできます。
　毎月金融機関に出向く手間が省ける他、納め忘れの防止にもなります。また、振替方法によっては、現金で
納めるよりもお得な場合もあります。
①	 �月納付（�月���）�月納付（�月���）

当月分の保険料を翌月末に振替（例えば、8 月分
は翌月の 9 月末日に振替）します。割引はありま
せん。
　14,410 円→ 14,410 円（割引なし）

②	 �月納付（�月���）�����月納付（�月���）����
当月分の保険料を当月末に振替（例えば、8 月分
は 8 月末日に振替）します。納付期限の 1 ヶ月前
に納付いただくことになるため、50 円割引になり
ます。
　14,410 円→ 14,360 円（50 円割引）

③	 6 �月�納�月�納
6 ヶ月分の保険料を 4 月末日と 10 月末日に振替

（10 月～翌年 3 月分は 10 月末日に振替）します。
それまでの間は、上記①の『毎月納付（翌月末振替）』
となります。
　86,460 円→ 85,480 円（980 円割引）
※現金納付
　86,460 円→ 85,760 円（700 円割引）

④	 1 年�納年�納
1 年分の保険料を 4 月末日に振替（4 月～翌年 3
月分）します。なお、今からお申し込みいただい
た場合、最初の 1 年前納は平成 21 年 4 月末から
となります。それまでの間は、前記①の『毎月納
付（翌月末振替）』となります。

　口座振替のお申込は、社会保険事務所のほか、住民課国保年金係の窓口でもできます。
　申請の際は、下記のものを持参の上手続きをお願いいたします。
　　① ��年金��が�かるもの（年金手�など）　�� 引落しをする��　�� 金融機関のお�け�① ��年金��が�かるもの（年金手�など）　�� 引落しをする��　�� 金融機関のお�け���年金��が�かるもの（年金手�など）　�� 引落しをする��　�� 金融機関のお�け��� 引落しをする��　�� 金融機関のお�け�引落しをする��　�� 金融機関のお�け��� 金融機関のお�け�金融機関のお�け�

国民年金保険料の納付は口座振替が便利です。
住民課国保年金係　☎ 32-2510

制度改正に伴い、現在お持ちの医療証は９月 30 日までで使えなくなります。
現在医療証をお持ちの方については、更新手続きが必要になる場合がありますので、下記をご参照ください。

制
度
名

　乳幼児医療費支給制度 　重度心身障害者医療費支給制度
※ 10 月より『重度障害者医療費支給制度』

に制度名が変�ります

　母子家庭等医療費支給制度

対
象
者

小学校就学前までの児童 身体障害者（身体障害者手� 1 ･ 2 級）

知的障害者（ＩＱ 35 以下）

精神障害者（精神障害者保健福祉手�１級）

母子･父子家庭･父母のない子
※児童は小学校就学後から 18 歳
の年度末まで

本
人
負
担

３歳未満 無料（入院･�院）
３歳以上 入院外 600 円 / 月（上限）

入 院 500 円／日（月７日限度）

※いずれも１医療機関ごと

入院外 500 円／月（上限）
入 院〔一 般〕500 円／日（月 20 日限度）
　　〔低所得〕300 円／日（月 20 日限度）
※いずれも１医療機関ごと

入院外 800 円／月（上限）
入 院 500 円／日（月７日限度）

※いずれも１医療機関ごと

そ
の
他

所得制限
３歳未満：なし
３歳以上：児童手当準拠

所得制限

特別障害者手当準拠

現在『ひとり暮らしの寡婦』とし
て医療証をお持ちの方は、今回の
制度改正に伴い助成廃止となりま
すが、廃止の前に経過措置があり
ます。自己負担額は上記と異なり
ますのでご注意ください。

医
療
証

10 月 1 日において
３歳未満：手続不要

（新しい医療証を郵送します。）
３歳以上：更新手続が必要です。

更新手続が必要です。
８月１日からの新医療証への更新
手続がお済みでない方は、手続き
をして下さい。

※　更新の手続きが必要になる方へは、必要書��を記�した�知をお送りしておりますが、お手元に�いてい　更新の手続きが必要になる方へは、必要書��を記�した�知をお送りしておりますが、お手元に�いてい
ない場合は、住民課国保年金係までご連絡ください。

※ 精神障害者（精神障害者保健福祉手�１級）の方と父子家庭の方は、今回の制度改正で新たに医療費助成の精神障害者（精神障害者保健福祉手�１級）の方と父子家庭の方は、今回の制度改正で新たに医療費助成の
対象になります。本人からの申請が必要ですので対象と思�れる場合は、住民課国保年金係までご相談下さい。

※　『ひとり暮らしの寡婦』の方は、10 月１日より新規受付は行いません。

平成 20 年 10 月 1 日から福岡県公費医療費支給制度が変�ります。
住民課国保年金係　☎ 32-2510
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法務局と行橋人権擁護委員協議会では、次のとおり「人権擁護委員による特設人権相談所」を開設します。
家庭内のもめごとや隣近所とのトラブル、学校や職場におけるいじめ、差別など、悩みや困りごと何でも結構です。
相談は無料で、秘密は固く守りますので、ご心配なくご相談下さい。

○相談日時・場所・相談員
　犀川　日　時：８月６日㊌ 13：30 から 16：30 まで
　地区　場　所：本�地�学�����設（文�会館）　所：本�地�学�����設（文�会館）所：本�地�学�����設（文�会館）
　　　　相談員：法務局職員、行橋人権擁護委員協議会所属の人権擁護委員
　豊津　日　時：８月６日㊌ 13：30 から 16：30 まで
　地区　場　所：みやこ町豊津隣保館
　　　　相談員：法務局職員、行橋人権擁護委員協議会所属の人権擁護委員
　勝山　日　時：８月７日㊍ 13：30 から 16：30 まで
　地区　場　所：みやこ町総合文�センター（サン・グレートみやこ）
　　　　相談員：行橋人権擁護委員協議会所属の人権擁護委員

平成 20 年度「人権擁護委員による特設人権相談所」の開設について
人権男女共同参画課　☎ 32-2511

　長寿医療（後期高齢者医療）について、新たな保険料の軽減対策や納付方法の改正等が示されましたので、お知らせします。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料及び国民健康保険税
についてのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税務課　☎ 32-2515

■　所得の少ない人に対する均等�軽減�合を拡大しました【すでに７月の保険料算定時において実�しています。】

保険料の均等割が７割軽減となる方（世帯の被保険者と世帯主の合計の総所得金額等が３３万円以下）につ
いて、その軽減割合を 8.5 割（年額 7,500 円）に拡大しました。
軽減後の保険料の均等割額（年額）　　７割軽減 15,280 円　→　8.5 割軽減 7,500 円
■　所得�額の軽減について
　平成 19 年中の総所得金額�が 91 万円以下（※）の方は、所得割額を 50% 軽減する方向で現在検討しています。
　※対象例：公的年金収入のみの場合、年金額が 211 万円までの方など

決まり次第、軽減の対象の方に対し、あらためて再計算した保険料額変更決定�知書をお�けします。

※国民健康保険税の支払い方法の
変更についてのお知らせ

　長寿医療の上記改正に伴い国民健康保険税の取扱い
についても変更になりましたのでお知らせします。
①国民健康保険税を本年 4 月から年金からお支払い

いただいている方、又は本年 10 月より年金からお
支払いいただく予定となっている方

��これまで、国民健康保険税を滞納することなく納め
ている方

　上記に該当する方で口座振替での納付を希望される
方は、税務課・徴収対策課で手続きができます。

人権の花：ひまわり

■　後期高齢者医療制度加入日の�日において被用者保険の被扶養者であった方へ
※被�者保険とは、政府管掌及び組合管掌健康保険、船員保険、共済組合のことで、国民健康保険は該当しません。

上記に該当する方で 9 月以前に徴収が開始されている方は、｢ 被扶養者であった ｣ と確認されていない場合があります。そ

の場合は、税務課までご連絡ください。《7 月にお�けした保険料額決定�知書をもう一度ご確認ください。》　

◇　手続きに必要なもの：被保険者証、金融機関への�出�、��

　ただし、年金からのお支払いを中止する手続きにつきましては、事務処理の都合上、10 月分の中止手続きに間

に合�ず、12 月分以降の年金から中止させていただくことがありますのでご了承下さい。

■　保険料のお支払い方法の変更について
年金からの保険料徴収（特別徴収）については、次

の場合、口座振替へ変更できるようになりました。
①国民健康保険の被保険者であった方で、保険税を直

近 2 年間、滞納なく確実に納付していた方
��年金収入が 180 万円未満の方で、世帯主又は配偶

者の口座から振り替えできる方
上記に該当する方で保険料の支払い方法の変更を

希望される方は、税務課・徴収対策課で手続きができ
ます。
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まち
題話
の

　第２回みやこ町子どもソフトバレーボール大会（町子ども会育成連合会
主催）が 6 月 29 日、犀川体育館と犀川 B ＆ G 体育館で開催され町内の
各子ども会から高学年の部 26 チーム、低学年の部 21 チーム、計 47 チ
ームが参加し熱戦を繰り広げました。
　低学年も高学年も暑い中、迫力ある懸命なプレーが展開され応援にも力
が入り会場は大歓声で賑�いました。特に高学年の決勝戦では涙する場面
もあり真剣さがみなぎるすばらしい大会となりました。
　高学年・低学年の部の上位 3 チームが 11 月に豊前市で開催
される京築ブロックソフトバレーボール大会に出場します。

▼高学年の部　
優　勝　大坂チャンピオン
準優勝　豊津南 A
３　位　節丸ドリーム A

▼低学年の部
優　勝　豊津西ガールズ
準優勝　豊津西ボーイズ
３　位　祓郷ガールズ

　みやこ町体育指導委員会主催で、6 月 21 日に大分県九重
町の平治岳（ひじだけ）登山教室を開催しました。
　メタセの杜で開会式を行い、大塲教育長から激励の言葉が
あり現地まで向かいました。
　登り始めは少し曇り空でしたが、残念ながら途中から雨が
降り下山を余儀なくされました。あいにくの悪天候となって
しまいましたが、子どもから大人まで 63 名の参加があり、
怪我人もなく無事終了することが出来ました。帰りは疲れた
体を温泉で休め、世代をこえた交流ができた教室でした！

　登山教室、雨天の中、原生林を満喫！？

生涯学�課ではアクアリズム教室を、みやこ町立保育所の年長園
児（約 40 人）を対象に、6 月 30 日～ 7 月 11 日まで計 6 回実�し
ました。
　初めはみんな顔を浸けることも出来ませんでしたが、回を重ねるご
とにみんなメキメキ上達し、水しぶきを上げてワイワイ楽しく参加し
ていました。園児の中にはバタ足泳ぎまで出来るようになった子もい

　みんなでワイワイスイミン・グー

　若さで、アタック！！

ました。
　最終日には、服を着
たまま水の中に入り、
実際に服の重みを体験
して、水着との違いを
実感していました。
　最後に一人一人修了
証 書 を 受 け 取 り、 み
んな笑顔いっぱいでし
た！

　第 26 回
　京都郡水泳大会

　7 月 13 日にみやこ町犀川プール
におきまして「第 26 回京都郡水泳
大会」が開催されました。
　各部門での入賞者（町内）は以下
の�りです
・Ｂ女子 50ｍ自由形
　2位　富永 明日香（節丸小学校）
・50～ 54 歳男子自由形
　1位　  武志（犀川山鹿）
・Ｄ女子 50ｍ平泳ぎ
　1位　川内 ちなみ（勝山中学校）
・Ｃ女子 50ｍ背泳ぎ
　3位　富永 裕香（節丸小学校）
・Ｄ女子 50ｍバタフライ
　2位　川内 ちなみ（勝山中学校）
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　食のバランスが崩れがちなかた！健診も
終�り、結果の気になる人も、今月は７項
目の問題�慣をチェックしてみましょう！
項目にあてはまるかたは、診断・改善ポイ
ントをごらんいただいて、毎日の食生活を
見直してみてはいかがでしょうか！

◆������������
①手軽に��だけですませることがある。手軽に��だけですませることがある。
��野�料理は手間がかかるのであまり�ら野�料理は手間がかかるのであまり�ら
ない。
��きらいな野�がいくつかある。きらいな野�がいくつかある。
④メインに�料理がないと�足りない。メインに�料理がないと�足りない。
⑤�のから�げが�かせない、または多い。�のから�げが�かせない、または多い。
⑥�より�が�きだ。�より�が�きだ。
⑦�は�身や�降りがすき。�は�身や�降りがすき。

◆������������������

Ａ　①②③があてはまる
＝野菜が不足している！

△あなたは「野�は調理するのがめんど
う！」と思っていませんか？　　　　　
　野�は健康維持や免疫力を高めるなど、
生活�慣予防に�かせない重要な栄養素を
多く含んでいます。
　「毎日 350g」は食べてほしい食品です。
素材の味を活かし、カンタンにできる野�
料理にトライしてみましょう。
　外食や中食（市販のおかずやご飯を購入
して食べること）の多い方も一品ものより
定食にし、野�の多い料理やそうざいを選
ぶように意識してください。

Ｂ　④⑤⑥⑦があてはまる
＝肉を食べすぎている！

△「食事のメインは�料理でないと！」の
かた…
　バランス食のための一日の�の�準量は

「50g」なので多くはありません。�が多
いと思�れる人は回数を減らし、�を食べ
るときはその 3 倍量の野�を食べるよう
に意識して心がけてください。

　今、30 ～ 50 代の男性を中心に、肥満、
生活�慣病の増加が問題になっているな
か、1 つでもあてはまるかたは今からでも、
食生活改善をはじめてみましょう！

健康食のすすめ

　暑い熱い友情が芽生えた！？
豊津中校�の３小学校によるドッジボール交流会が、7 月 11

日に豊津体育館で行�れました。この交流会は、中学校に上がる
前から各小学校同士の交流を深め、より良い人間関係づくりのき
っかけにしたいと企画されたもので、豊津小学校・節丸小学校・

祓郷小学校の４年生
計 85 人が参加しま
した。

コ ー ト で は 夏 の
暑さにも負けない熱
戦が繰り広げられ、
会場は大きな声援と
熱気に包まれていま
した。

　モスクワから音楽の便り
　みやこ町犀川出身でモスクワに音楽
留学中の山中恵理子さんが、白石町長
を表敬訪問し、8 月 7 日のヴァイオリ
ンリサイタルの開催を報告しました。
　親戚の勧めもあって、３歳からヴァ
イオリンを始めたという山中さん。く
らしき�陽大学モスクワ音楽院特別演
奏コースを卒業後、2006 年にチャイ
コフスキー記念ロシア国立モスクワ音
楽院研究科に入学、今年 9 月の同大
学院進学を控え、現在日本に一時帰国

しています。今回、以前からの夢でもあったという地元みやこ町で
のリサイタル開催が実現しました。

「クラシックというと『敷居が高い』『難しい』という�象をも
つ人も多いですが、意外と身近なものなんです。テレビで使�れて
いたり、携帯電話の着メロで流れたりと、聞き覚えのある曲もたく
さんあるはず。かしこまらずに気軽に聴きに来ていただいて、『ク
ラシックも意外といいな』と思ってもらえると嬉しいですね」と山
中さん。

当日は、モスクワでのおもしろいエピソードも聞けるかもしれ
ません。ホッとするひと時を過ごしに、ぜひ会場にお越しください。

ヴァイオリンリサイタルは 8 月 7 日㊍ 19 時より、サン・グレー
トみやこにおきまして
開催されます。

チ ケ ッ ト � 詳 細 に
ついてのお問い合�せ
は、ヴァイオリンリサ
イタル実行委員会（☎
42・0070）までご連
絡ください。
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み
や
こ
町
国
民
健
康
保
険

と
し
て
の
目
標
値

　

み
や
こ
町
の
健
康
課
題
か
ら
、
優

先
さ
れ
る
べ
き
問
題
は
、
予
防
可
能

な
生
活
習
慣
病
対
策
で
あ
る
こ
と
は

前
回
お
伝
え
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
ず
は
健
診
を
受
診
し
、
ご
自
分
の

状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。そ

こ
で
国
か
ら
出
さ
れ
た
基
準

を
も
と
に
、み
や
こ
町
と
し
て
の「
健

診
の
受
診
率
」「
保
健
指
導
実
施
率
」

「
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
該
当
者
・
予

備
群
者
の
減
少
率
」
を
下
記
の
と
お

り
設
定
し
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
実
施

　

み
や
こ
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
が
一
人
で
も
多
く
受
診
し
や
す
い

健
診
体
制
を
整
え
る
た
め
、
集
団
健

み
や
こ
町
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
②
）

　

し
か
し
、
平
成
19
年
度
の
み
や
こ

町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
40
～
74

歳
の
健
診
受
診
率
は
19
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
み
や
こ
町
に
と
っ
て
は
、
健

診
受
診
率
の
向
上
が
当
面
の
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

診
だ
け
で
な
く
、
６
月
～
10
月
の
期

間
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
み

や
こ
町
内
の
13
医
療
機
関
の
協
力
に

よ
り
個
別
健
診
も
併
用
し
て
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
集
団
健
診
で
は
よ
り

高
い
受
診
率
を
図
る
た
め
、
が
ん
検

診
等
と
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
の
検
査
項
目
は
、
従
来
の
項

目
以
外
に
自
覚
症
状
な
く
ひ
そ
か
に

進
む
腎
臓
病
（
気
づ
い
た
時
に
は
腎

不
全
で
透
析
開
始
な
ど
と
な
ら
な
い

よ
う
）
を
早
期
に
発
見
、
予
防
す
る

た
め
、
腎
臓
の
働
き
具
合
や
状
態
を

調
べ
る
検
査
も
行
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
の
実
施

　

集
団
健
診
後
は
受
診
者
に
で
き
る

だ
け
早
期
に
結
果
を
お
渡
し
で
き
る

よ
う
地
区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催

し
、
継
続
的
な
関
わ
り
が
必
要
と
思

わ
れ
る
か
た
に
は
、
個
別
に
訪
問
す

る
な
ど
対
応
し
ま
す
。

　

個
別
に
医
療
機
関
で
受
診
し
た
か

た
に
つ
い
て
は
、
結
果
は
医
療
機
関

に
取
り
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
必
要
な
か
た
に
は
引
き
続
き
、

□
麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？
□

　

次
の
年
齢
の
方
は
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
者
で
す
。

　

特
に
、
３
期
・
４
期
の
方
は
夏
休

み
を
利
用
し
て
早
め
に
接
種
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
対
象
者
】対　

象　

者

接
種

期
間

１期

生
後
１
歳

～
２
歳
未
満
児

２歳の誕生日
の前日まで

２期

小
学
校
入
学
前
の

１
年
間　

年
長
児

（
平
成
14
年
４
月
２
日

～
平
成
15
年
４
月
１
日
生
）

平成 21 年
3 月 31 日まで

３期

中
学
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
か
た

（
平
成
７
年
４
月
２
日

～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
）

４期

高
校
３
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
か
た

（
平
成
２
年
４
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
）

※
３
・
４
期
は
平
成
20
年
度
か
ら
５

年
間
の
経
過
措
置
で
す
。

【
接
種
場
所
】　

み
や
こ
町
内
及
び

福
岡
県
内
の
指
定
医
療
機
関

【
方
法
】　

事
前
に
希
望
す
る
医
療
機

関
に
予
約
を
入
れ
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
し
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】　

無
料

※
前
述
の
接
種
期
間
を
過
ぎ
た
場
合

は
自
己
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
づ
く
り
課

☎
32
・
２
７
２
５

町
が
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
者
の
中
で
も
内
臓
脂

肪
の
蓄
積
に
よ
り
心
疾
患
や
腎
臓
病

の
リ
ス
ク
が
高
い
か
た
は
優
先
的
に

対
象
者
と
し
て
選
定
し
て
、
保
健

師
・
栄
養
士
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

　

み
や
こ
町
で
は
今
後
５
年
間
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
年
後
の
平
成
24
年
、
国
の
定
め

る
健
診
受
診
率
は
65
％
で
す
が
、
最

低
で
も
そ
の
半
分
の
33
％
に
達
し
な

い
場
合
、
後
期
高
齢
者
を
支
え
る
支

援
金
の
加
算
を
割
り
当
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

40
～
74
歳
の
み
や
こ
町
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
か
た
で
、
国
保
の

ほ
う
か
ら
特
定
健
診
受
診
券
が
送
付

さ
れ
、
ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
て
な

い
か
た
は
、
10
月
末
ま
で
町
内
の
医

療
機
関
で
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

大
切
な
ご
自
分
の
身
体
。
年
に
１
回

の
チ
ェ
ッ
ク
を
こ
の
機
会
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

今
年
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
「
特

定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
」。

皆
さ
ん
は
年
に
１
度
の
健
診
を
ど
こ

で
受
け
ま
す
か
？

　

前
回
は
、
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
健
康

課
題
を
踏
ま
え
た
み
や
こ
町
の
健
診

受
診
率
の
目
標
値
な
ど
、
健
診
や
保

健
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

H20 H21 H22 H23 H24
特定健診受
診率 25％ 35％ 45％ 55％ 65％

特定保健指
導実施率 45％ 45％ 45％ 45％ 45％

内臓脂肪症
候群減少率 － 1％減 4％減 6％減 10％減

※内臓�肪症候群については、5 年後に 10％減少
を目指します。
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日　程：6 日6 日日㊌
時　間：受付 13 時 30 分～ 14 時まで
場　所：犀川保健相談センター
対象児：生後３～６か月未満児　
持参品：母子健康手�

ＢＣＧ予防接種　　☆要予約

日　程 場　所
７日㊍ ゆいの郷
８日㊎ 犀川保健相談センター

時　間：受付 13 時 30 分～ 14 時まで
対象児：生後４・７・12 か月児
　　　　（対象の方には個別�知いたします）

乳児健診

日　程：12 日㊋
時　間：受付 13 時 30 分
　　　　　　～ 14 時まで
場　所：すどりの里
対象児：1 歳半・3 歳児　
持参品：母子健康手�

1 歳半･ 3 歳児健診・幼児フッ素塗布

日　程：12 日㊋・26 日㊋
時　間：要予約制（1 人 1 時間程度の個別相談）
場　所：ゆいの郷　
内　容：乳幼児の言葉や発達面での相談など
対象者：町内の乳幼児とその保護者

★毎回フッ素塗布や歯科相
談・育児相談�おこなって
います。ご利�ください！
健診対象でない方も是非ど
うぞ！！

ひまわり教室（ことばと発達の相談）
　　　　　　　　　　　　　　　　　☆要予約

日　程 内　容

５日㊋ 調味料や旬の素材の話、
お手軽離乳食・安心おやつ（調理実�）

19 日㊋ おっぱいの「技」教えます！
～おいしいおっぱいをだすために～

時　間：10 時～ 12 時（受付 9 時 30 分～）
場　所：すどりの里
対象者： 妊娠中、子育て中、または将来出産される可能

性があるなど興味のあるかた
参加費：無料
持参品：５日はエプロン・お米 1/2 ｶｯﾌﾟ・筆記�具
　　　：19 日は筆記�具・母子健康手�
※託児の必要な方は、申し込み時にお知らせください

そらまめ教室　☆要予約

日　程：19 日㊋
内　容：食育座談会「食について語ろう」
　　　　講師：森原盛繁さん（アイガモ農法実践者）
時　間：10 時～ 12 時（受付 9 時 30 分～）
場　所：犀川保健相談センター
持参品：筆記�具
対象者：一般の方もご参加下さい。☆要予約！

食の講演会のおしらせ！！

7 月 30 日㊌から健診結果説明会がおこな�れていま
す。70 歳未満で特定健診を受けられた方は、結果の郵
送はしていませんので必ずご参加ください。日程につい
ては、健診時にチラシをお配りしていますがご不明な時
はお問い合�せください。

健診結果説明会のお知らせ！
　　　（特定保健指導）

やまびこ診療所よりおしらせ！！
やまびこ診療所は、お盆休みはなくカレンダーど

おりで診察いたします。

8 月の保健事業のお知らせ　　健康づくり課　☎ 32-2725

○旬菜おためしメニュー○

〈ナスのゴマ・ナムル〉材料 2 人分
ナス　　　　2 本
玉ネギ　　　1/2 個
青ネギ　　　3 本
ニンニク　　1/2 かけ
しょうゆ　　大さじ 1 ･ 1/2
ゴマ　　　　大さじ 2
酒・みりん　各大さじ 2
唐辛子　　　少々（豆板醤）

（作り方）
① ナスは縦に 4 つ切りして斜め切り、玉ネギは薄

切りする。
��青ネギは 2 センチ長さに、ニンニクはみじん切り。
�� なべにゴマ油を少し入れ、ニンニク･ナス･玉ネギ

を炒め、しんなりしたら調味料を加える。ふたを
して蒸し煮し、煮えたらネギを加えひと混ぜして
仕上げる。

一人分　９６kcal　塩分 1.3g

※　 予約が必要な上記事業をご希望の方は、健康づくり
係までご連絡下さい。
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勝
山
中
学
校
は
昭
和
二
二
年
に

開
校
さ
れ
、
昭
和
二
四
年
に
現
在
地

に
移
転
、　

昭
和
三
十
年
に
三
村
合

併
に
よ
り
勝
山
中
学
校
と
改
名
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
数

は
一
年
生
六
六
名
、
二
年
生
五
八

名
、
三
年
生
五
八
名
、
全
校
生
徒
数

一
八
二
名
で
す
。
今
年
、
部
活
動
は

八
〇
％
を
超
え
る
生
徒
が
入
部
し
、

勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
両

立
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
教
育
目
標
は
、「
ル
ー
ル

を
守
り
心
身
共
に
健
全
な
主
体
性
の

あ
る
生
徒
」
の
育
成
で
す
。
具
体
的

に
は
「
自
ら
考
え
、
意
欲
的
に
学
習

す
る
生
徒
」「
主
体
的
に
行
動
し
明

朗
で
心
豊
か
な
生
徒
」「
心
身
と
も

に
健
康
で
た
く
ま
し
い
生
徒
」
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
重
点
目
標
は

　
　
　
　
　
　

　

�　�　　

 

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
を
目
指
し
、
学

習
意
欲
を
高
め
、
学
力
の
向

上
を
図
る
。

　

�　�　　

 

体
験
活
動
を
生
か
し
た
学
習

を
充
実
し
、
豊
か
な
心
を
育

成
す
る
。

学
校
紹
介

み
や
こ
町
立
勝
山
中
学
校

　

�　�　　

 

家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成
に

努
め
る
。

　

こ
れ
ら
を
重
点
目
標
と
定
め
、
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○ 

学
力
向
上
及
び
進
路
保
障
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
本
校
で
は

週
当
た
り
の
授
業
時
数
を
標
準
よ

り
一
・
五
時
間
多
い
二
十
九
・
五
時

間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｔ

Ｔ
授
業
や
少
人
数
授
業
を
日
常
的

に
実
施
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

計
画
的
に
校
内
授
業
研
究
を
実
施

し
、
個
々
の
教
員
の
実
践
的
指
導

力
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
実
践
を
通
し
て
、
学
力
向
上
の

成
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

○ 

体
験
型
行
事
を
増
や
し
、
修
学
旅

行
も
見
学
地
で
体
験
学
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
大
会
や

文
化
祭
で
は
生
徒
会
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
参
加
型
行
事
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
体
育
大
会
で
は
組
み

立
て
体
操
や
創
作
ダ
ン
ス
、
ク
ラ

ス
対
抗
の
大
縄
飛
び
や
全
員
リ
レ

ー
な
ど
、
年
々
盛
り
上
が
り
ク
ラ

ス
の
絆
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
子
の
騎
馬
戦
や
女
子
の

棒
取
り
も
復
活
し
ま
し
た
。

　

 　

文
化
祭
は
各
ク
ラ
ス
対
抗
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
定
着
、
最
後

平成19年度　全校合唱の様子

生徒会　朝の声かけ運動
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に
全
校
生
徒
で
校
歌
を
歌
い
上
げ

る
こ
と
が
新
し
い
伝
統
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
六
月
に
行
わ
れ
た
校

内
弁
論
大
会
で
は
各
ク
ラ
ス
代
表

者
が
積
極
的
な
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。　
　

○ 

昨
年
度
の
全
国
学
習
状
況
調
査

で
、「
い
じ
め
は
い
け
な
い
」「
学

校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
」「
数

学
の
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
が
社

会
に
出
て
役
に
立
つ
」
等
の
項
目

で
は
「
は
い
」
と
答
え
た
本
校
の

生
徒
は
全
国
平
均
よ
り
十
ポ
イ
ン

ト
以
上
高
い
結
果
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、「
人
の
気
持
ち
が
分
か
る

人
間
に
な
り
た
い
」「
家
の
人
と

学
校
で
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
話

し
て
い
る
」
等
の
項
目
も
高
い
結

果
が
で
ま
し
た
。
全
国
的

に
、
家
庭
学
習
時
間
の
減

少
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
校
も
家
庭
学
習

の
少
な
い
生
徒
の
割
合
が

高
く
、
今
年
度
は
家
庭
学

習
の
定
着
・
習
慣
化
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
「
愛

の
声
か
け
運
動
」
を
町
内

七
カ
所
で
年
間
を
通
し
て

一
日
・
二
十
日
に
実
施
、

三
学
期
初
め
は
一
週
間
校

門
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
声
か

け
を
実
施
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

や
安
全
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
は
夜
八
時
か
ら
保
護
者
と
教

職
員
で
校
区
内
巡
視
を
実
施
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
が
規
則
正
し
い
生
活

を
送
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

文
化
祭
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
委
員
で
作
っ

た
愛
情
カ
レ
ー
を
生
徒
・
保
護
者
だ

け
で
な
く
来
訪
者
に
も
無
料
で
提
供

し
、
大
好
評
で
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

 　

今
年
も
家
庭
・
地
域
一
体
と
な

っ
た
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小中連絡会　公開授業の様子

　
　

夏
季
期
間
中
、
勝
山
中
学
校
の

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
開
放
期
間
】

　

８
月
１
日
㊎
～
９
月
10
日
㊌

　

※ 

８
月
12
日
㊋
～
19
日
㊋
の
期
間

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
時
間
】

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
申
込
み
】

み
や
こ
町
教
育
委
員
会

　

教
務
課　
　
　
　

33
・
３
１
１
２

　

勝
山
中
学
校　
　

32
・
２
０
０
７

勝
山
中
学
校
の

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

傑
作
選

み
や
こ
の
文
壇

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
自
由
」

離
れ
住
む
子
よ
り
届
き
し
薬
草
を

厨
に
煎
ず
梅
雨
深
き
朝

佐
々
木　

愛
子

麦
秋
の
英
彦
路
廻
れ
ば
岩
は
だ
に

紅
の
つ
つ
じ
が
一
株
咲
け
り

上
田　

ス
エ
ヨ

わ
が
孫
の
生
ま
れ
し
時
に
植
え
し
枇
杷

今
年
実
を
つ
く
八
年
経
ち
て

松
尾　

佳
子

天
を
突
く
鋭
き
蕾
も
つ
菖
蒲

女
夜
叉
と
う
花
は
何
色

歳
納　

幸
子

犀
川
畦
道
俳
句
会

縄
張
り
も
無
き
天
空
の
揚
雲
雀

中
川　

都
美
子

今
日
ひ
と
日
元
気
印
の
す
み
れ
草

徳
永　

ヤ
ス
子

菜
の
花
や
出
合
い
も
別
れ
も
無
人
駅

林　

ヨ
シ
子

と
よ
つ
俳
句
会

近
隣
は
独
居
ば
か
り
や
茄
子
汁

樋
口　

幸
子

く
ち
な
し
の
花
の
白
さ
や
朝
の
道

宮
崎　

清
治

森
と
森
結
ぶ
木
の
橋
ほ
と
と
ぎ
す

松
清　

と
も
こ

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

夏
服
や
嫁
の
や
さ
し
さ
身
に
ま
と
ふ

德
永　

髙
男

七
夕
に
あ
や
か
り
傘
寿
の
祝
い
を
す

上
門　

幸
得

打
ち
水
や
終
り
は
軽
く
置
犬
に

中
村　

三
枝
子

広報みやこ8月号P1�

勝山中学校 DATA

校 長 藤平　容文
生 徒 数 182 名
教職員数 23 名

所 在 地 〒 824-0822
勝山黒田 1177 �地

Ｔ Ｅ Ｌ 32-2007
Ｆ Ａ Ｘ 32-4853



INFORMATION
□
京
築
広
域
圏
消
防
吏
員
採
用
試
験

の
ご
案
内
□

京
築
広
域
圏
消
防
本
部

【
試
験
日
・
試
験
会
場
】

○
１
次　

10
月
19
日
㊐

　
　
　
　

豊
前
市
立
八
屋
中
学
校

○
２
次　

11
月
中
旬

　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
�
�
�
�
】

�
�
�
�
】】

　

８
月
18
日
�
�
�
月
８
日
�

�
�
�
月
８
日
�

�
�
月
８
日
��

【
採
用
予
定
人
員
・
�
験
資
格
】

　

�
�
吏
員 

４
名
程
度

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
�
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
案
内
及
び
�
験
申
込
書
請
求

・
問
合
せ
先
】

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

☎
０
�
７
�
・
８
２
・
０
１
１
�

※
申
込
書
は
前
記
の
ほ
か
、
�
内
分

署
、
出
張
所
及
び
�
�
�
事
�

局
（
豊
前
市
役
所
）
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

□
精
神
保
健
福
祉
相
談
の

開
催
に
つ
い
て
□

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

【
相
談
内
容
・
日
時
】

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
　

８
月
13
日
㊌
、
27
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
�

　
「
ア
ル
コ
ー
ル
教
室
」

　
　

８
月
20
日
㊌　

14
時
�
16
時

　
「
思
春
�
相
談
」　

　
　

８
月
21
日
㊍　

13
時
30
分
�

　

※
相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
。

【
場
所
】

　

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所

【
問
合
せ
先
】

　

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所

保
健
福
祉
�
障
害
者
福
祉
係

☎
23
・
２
�
６
６

□
「
子
犬
の
譲
渡
会
」
に
つ
い
て
□

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

１
． 

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の

た
め
の
講
習
会
（
事
前
講
習
会
）

【
日
時
】
８
月
20
日
㊌

　
　

13
時
30
分
�
15
時
30
分

【
場
所
】

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所
会
議
室

【
対
象
者
】

「
子
犬
の
譲
渡
会
」
で
子
犬
の
譲

渡
を
希
望
す
る
方
、
及
び
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
方

２
． 

子
犬
の
譲
渡
会

【
日
時
】
８
月
27
日
㊌

　
　

13
時
30
分
�
15
時
30
分

【
場
所
】

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所
会
議
室

【
対
象
者
】

「
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の
た
め

の
講
習
会
（
事
前
講
習
会
）」
を

�
講
し
た
方

【
主
な
内
容
】

子
犬
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
、
子

犬
の
決
定
（
複
数
の
場
合
抽
選
）、

子
犬
の
し
つ
け
方
講
習
等

３
． 

そ
の
他

【
申
込
方
法
】
�
�
保
健
福
祉
環
境

事
�
所
衛
生
�
ま
で
、
事
前
に

電
話
で
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
先
着
30
名

【
注
意
事
項
】
子
犬
の
譲
渡
を
希
望

す
る
方
は
、
事
前
講
習
会
の
�

講
が
必
須
条
件
で
す

【
譲
渡
犬
】（
財
）
福
岡
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し

た
子
犬
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所
衛
生
�

☎
23
・
２
２
４
５

□
み
や
こ
町
人
権
教
育
研
究
会
主
催

「
講
演
会
」
□

一
人
芝
居
「
も
も
子
」

「
家
族
の
絆
と
は･･

と
も
に
生

き
る
と
は･･
健
康
な
心
と
は･･

」

と
も
に
考
え
、
子
育
て
に
生
か

そ
う
と
全
国
を
巡
回
講
演
し
て
い
る

元
教
師
で
「
子
ど
も
の
学
び
館
」
主

宰
、
福
永
宅
司
さ
ん
（
写
真
）
が
演

じ
訴
え
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
鑑
賞

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

８
月
30
日
㊏

　
　
　
　

14
時
20
分
開
演

　
　
　
　
（
16
時
20
分
終
了
予
定
）

【
場
所
】　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト

み
や
こ 

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】　

無
料

※
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
場
で
き

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

み
や
こ
町
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
�
人
権
・
同
和
教
育
係

□
合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理

補
助
金
の
廃
止
に
つ
い
て
□

上
下
水
道
課

　

現
在
実
施
し
て
い
る
合
併
処
理
浄

化
槽
維
持
管
理
補
助
金
の
交
�
に
つ

い
て
は
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た
方
は
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
以
降

設
置
し
た
方
に
つ
い
て
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

旧
犀
川
町
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
た
方
は
設
置
の
翌
年
度
以
降

か
ら
５
年
�
、
合
併
後
み
や
こ
町
と

な
っ
て
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
た
方
は
設
置
の
翌
年
度
以
降
か

ら
連
続
５
回
（
※
）
に
限
り
、
維
持

管
理
補
助
金
の
交
�
申
請
が
で
き
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
、
平
成
28
年
度
で
補
助

金
が
す
べ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
５
年
�
連
続
で
交
�
申
請
す
る
必

５
年
�
連
続
で
交
�
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
１
年
で
も
交

�
申
請
が
途
切
れ
た
場
合
に
は

そ
の
時
点
で
補
助
金
の
交
�
終

了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
上
下
水
道
�
下
水
道

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
安
心

　

加
入
し
ま
せ
ん
か　

交
通
共
済
□

総
務
課

　

交
通
共
済
は
、
１
人
１
口
年
５
百 

円
（
２
口
ま
で
加
入
可
）
の
掛
金
で
、

交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
時
に
、
け

が
の
程
度
に
応
じ
て
共
済
金
が
支
払

わ
れ
る
制
度
で
す
。万
一
に
備
え
て
、

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

１年間の掛金が、

１口５00 円で
（2 口 1,000 円で）

↓

最高
120 万円（240 万円）

の保障

【
予
約
募
集
�
�
】

　
　
　

８
月
１
日
�
�
月
30
日

【
共
済
�
�
】

　
　
　

10
月
１
日
か
ら
１
年
�

【
加
入
資
格
】

10
月
１
日
現
在
、
町
内
在
住
の
方

【
加
入
方
法
】

「
交
通
共
済
申
込
書
」
を
記
入
し
、

共
済
掛
金
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

み
や
こ
町
役
場　

�
�
�

犀
川
支
所　

�
合
窓
口
�

豊
津
支
所　

�
合
窓
口
�

□
訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
研
修
受
講
者
募
集
□

介
護
福
祉
課

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
養
成
研
修
を
開
き
ま
す
。

【
研
修
�
�
】

講
義　

10
月
８
日
�
12
月
18
日

ま
で
の
�
の
平
日

実
技　

前
述
�
�
の
�
の
７
日
�

実
習　

平
成
21
年
１
月
５
日

�
３
月
６
日
ま
で
の
�
の
５
日
�

※
時
�
：
講
義
・
実
技
に
つ
い
て
は
、

　

�
時
30
分
�
16
時
45
分
。

【
場
所
】

講
義
・
実
技

　

豊
前
地
�
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

実
習　

近
郊
市
町
村
内
の
施
設

【
募
集
定
員
】　

10
名

　
（
申
込
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
）

【
�
講
料
】　

２
０
，
０
０
０
円

（
別
途
、
健
康
診
断
書

経
費
１
万
円
程
度
必
要
）

【
申
込
�
限
】

８
月
21
日
㊍
午
後
５
時
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　
　
　
　

み
や
こ
町
役
場

介
護
福
祉
�　

福
祉
係

犀
川
支
所　

�
合
窓
口
�

豊
津
支
所　

�
合
窓
口
�

□
平
成
20
年
度

第
３
回
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
□

県
住
宅
供
給
公
社

【
募
集
住
宅
】

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅
（
募

集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等
詳
細
に

つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
下
さ

い
。）

【
募
集
案
内
書
配
布
�
�

及
び
申
込
�
�
�
�
】

　

�
月
１
日
�
�
�
月
�
日
㊋

　

(

申
し
込
み
手
数
料
は
不
要)

【
募
集
案
内
書
配
布
場
所
】

県
営
住
宅
供
給
公
社
、
公
社
管
理
事

�
所
（
北
九
州
・
筑
後
・
筑
豊
）、
公

社
管
理
事
�
所
出
張
所
（
行
橋
・
大

牟
田
・
直
方
・
田
川
）、
県
県
営
住
宅
�
、

県
内
の
各
市(

区)

役
所
及
び
町
村
役

場
、
各
地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー(

北

九
州
・
筑
後
・
筑
豊
・
�
�)

ほ
か

【
問
合
せ
先
】

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
�

☎
０
�
２
・
７
１
３
・
１
６
８
３

□
「
み
や
こ
町
産
業
祭
」

愛
称
募
集
！
□

企
画
調
整
課

　

第
３
回
み
や
こ
町
産
業
祭
を
11
月

15
・
16
日
に
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い「
愛
称
」

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】　
「
産
業
祭
」
に
ふ
さ

わ
し
い
、
親
し
み
や
す
い
「
愛
称
」

【
応
募
資
格
】

　

み
や
こ
町
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

【
応
募
方
法
】

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
次
の
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
愛
称　

②
愛
称
を
�
け
た
理
由

　

③
住
所　

④
氏
名　

⑤
年
齢

　

⑥
ま
つ
り
に
対
す
る
ご
意
見

【
応
募
�
切
】　

�
月
１
日
�
必
着

応
募
�
切
】　

�
月
１
日
�
必
着

�
切
】　

�
月
１
日
�
必
着

切
】　

�
月
１
日
�
必
着

】　

�
月
１
日
�
必
着

　

�
月
１
日
�
必
着

１
日
�
必
着

日
�
必
着

�
必
着
必
着

【
選
考
方
法
】

　

実
行
委
員
会
に
て
決
定
し
ま
す
。

【
愛
称
発
表
】

　

�
報
等
で
発
表
し
、
産
業
祭
当
日

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
表
彰

し
ま
す
。

【
そ
の
他
】　

決
定
し
た
愛
称
を
応
募

し
た
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

〒
８
２
４

－
０
８
�
２

　

み
や
こ
町
勝
山
上
田
�
６
０

　

み
や
こ
町
役
場

　
　
　

企
画
調
整
� 

商
工
観
光
係

□
「
の
び
の
び
教
室
」
の
ご
案
内
□

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

ダ
ウ
ン
症
の
乳
幼
児
を
育
児
中
の

保
護
者
を
対
象
に
、
勉
強
会
及
び
交

流
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
内
容
】

①
８
月
28
日
㊍　

10
時
�
12
時

講
話
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
満
点
を

ひ
き
出
す
た
め
に
」

講
師　

森
脇　

賢
司 

氏

（
行
橋
み
ら
い
学
園　

園
長
）

②
�
月
18
日
㊍　

10
時
�
12
時

講
話
「
ダ
ウ
ン
症
の
理
解
と

支
援
に
つ
い
て
」

講
師　

山
�　

勲 

氏
（
臨
床
心
理
士
）

【
場
所
】

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所
母
子
室

【
申
込
�
切
】　

８
月
21
日
㊍

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】　　
　
　
　

　

�
�
保
健
福
祉
環
境
事
�
所

保
健
福
祉
�
高
齢
者･

児
童
家
庭
係

☎
23
・
２
�
７
０

お盆期間中の診療時間

　行橋京都休日・夜間
休館センター

13 日㊌・14 日㊍
【内科】 9 時～ 18 時

19 時 30 分～翌 9 時
【小児科】 9 時～ 18 時

19 時 30 分～翌 9 時
【歯科】 9 時～ 18 時

（受付 17 時まで）
15 日㊎

【内科】 9 時～ 18 時
19 時 30 分～翌 6 時

【小児科】 9 時～ 18 時
19 時 30 分～ 23 時

【歯科】 9 時～ 18 時
（受付 17 時まで）

P1�広報みやこ8月号広報みやこ8月号P1�



行
政
相
談
開
設
（
８
月
）

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
犀
川
地
区

　
【
日
時
】
８
月
６
日
㊌

　
　

13
時
30
分
�
16
時
30
分

【
場
所
】
�
庄
地
区
学
習
等
供
用

施
設
（
文
化
会
館
）

○
勝
山
地
区

　
【
日
時
】
８
月
７
日
㊍

　
　

13
時
30
分
�
16
時
30
分

　
【
場
所
】
サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

○
豊
津
地
区

　
【
日
時
】
８
月
６
日
㊌

　
　

13
時
30
分
�
16
時

　
【
場
所
】
豊
津
隣
保
館

補
聴
器
相
談
（
８
月
）

【
相
談
日
】
８
月
５
日
、

】
８
月
５
日
、

月
５
日
、

５
日
、
日
、
12
日
、

19
日
、
26
日
㊋㊋

※
勝
山
地
区
の
み
５
日
の
相
談
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
犀
川
地
区　
　

【
場
所
】　

役
場　

犀
川
支
所

場
所
】　

役
場　

犀
川
支
所

】　

役
場　

犀
川
支
所

　

役
場　

犀
川
支
所

【
時
�
】　

�
時
�

　

�
時
�
10
時

○
勝
山
地
区　
　
　

【
場
所
】　

ゆ
い
の
郷
（
娯
楽
室
）

【
時
�
】　　

13
時
�
14
時

○
豊
津
地
区　
　

【
場
所
】　

役
場　

豊
津
支
所

　

役
場　

豊
津
支
所

【
時
�
】　
時
�
】　】　　

11
時
�
12
時

INFORMATION

□
第
３
回
「
天
・
水
・
海

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
開
催
□

　

英
彦
山
か
ら
蓑
島
ま
で
、
古
代

ロ
マ
ン
を
回
想
し
な
が
ら
今
川
流

�
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

【
日
時
】　

�
月
７
日
㊐

日
時
】　

�
月
７
日
㊐

】　

�
月
７
日
㊐

�
月
７
日
㊐㊐

７
時
�
時
�
18
時
（
�
�
決
行
）

（
�
�
決
行
）

【
参
加
費
】　

２
千
円

（
小
・
中
学
生
５
百
円
）

【
コ
ー
ス
】

　

①
英
彦
山
豊
前
坊
高
住
神
社

�
蓑
島
神
社　

45
㎞

　

②
源
じ
い
の
森
�
蓑
島　

25
㎞

【
申
込
�
切
】　

８
月
31
日
㊐

【
申
込
方
法
】　

　

ハ
ガ
キ
で
次
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
２
４

－

０
２
２
４

　

み
や
こ
町
犀
川
崎
山

３
０
８
７

－

２　

吉
武　

正
一

【
問
合
せ
先
】

☎
42
・
０
２
７
４

（
17
時
�
22
時
）

お
詫
び
と
訂
正　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
協
だ
よ
り
№
10
号
の
１
ペ
ー
ジ
中
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
、

み
や
こ
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
監
事
の
名
簿
に
つ
き
ま
し
て
、

一
�
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
理
事
・
監
事

(

任
期
：
平
成
20
年
６
月
１
日
～
平
成
22
年
５
月
31
日)

役　

職

氏　
　

名

選　

出　

母　

体

会　

長

梅　

本　
　
　

正

学
識
経
験
者

副
会
長

溝　

口　

正　

敏

民
生
児
童
委
員
協
議
会(

豊
津)

副
会
長

阿　

部　

俊　

之

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体(

犀
川)

理　

事

嶋　

田　

光　

雄

駐
在
員
会(

勝
山)

理　

事

奥　
　
　

保　

孝

社
会
福
祉
施
設(

勝
山)

理　

事

中　

村　

紘　

一

行
政
機
関

理　

事

植　

村　
　
　

寛

身
障
福
祉
協
会(

豊
津)

理　

事

古　

賀　

里　

美

教
育
委
員
会(

犀
川)

理　

事

肥
喜
里　

和　

隆

議
会 

議
長

監　

事

林　
　
　

利　

晴

学
識
経
験
者

監　

事

岩　

村　
　
　

誠

学
識
経
験
者

□
「
法
テ
ラ
ス
の
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て
□

【
相
談
日
】
�
月
（
第
一
㊋
、
第
�
㊋
）

相
談
日
】
�
月
（
第
一
㊋
、
第
�
㊋
）

】
�
月
（
第
一
㊋
、
第
�
㊋
）

�
月
（
第
一
㊋
、
第
�
㊋
）

㊋
、
第
�
㊋
）

、
第
�
㊋
）
㊋
））

【
場
所
】

場
所
】】
福
岡
法
�
局
行
橋
支
局　

相
談
室

【
予
約
方
法
】
電
話
に
よ
る
�
�
の
み

○
予
約
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

◆
８
月
ま
で
の
予
約

【
時
�
】
相
談
日
当
日
の
午
前
�
時
か
ら

　

◆
�
月
か
ら
の
予
約

※
相
談
日
前
日
の
み
の
予
約
と
な
り
ま
す
。

【
時
�
】
相
談
日
前
日
の

午
前
�
時
�
午
後
５
時
15
分

※
前
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
前
週
の
㊎

【
相
談
定
員
】
先
着
６
名

【
相
談
時
�
】
午
後
１
時
�
午
後
４
時

相
談
時
�
】
午
後
１
時
�
午
後
４
時

】
午
後
１
時
�
午
後
４
時

午
後
１
時
�
午
後
４
時

午
後
４
時

（
１
人
30
分
）

【
相
談
内
容
】
法
�
問
�
全
�

相
談
内
容
】
法
�
問
�
全
�

】
法
�
問
�
全
�

法
�
問
�
全
�

【
利
用
の
条
件
】

　

相
談
は
、
法
�
扶
助
の
趣
旨
に
よ
り
、

「
収
入
の
少
な
い
方
」
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
賞
与
も
含
ん
だ
月
収
（
手
取

り
）
の
目
安
は
次
の
と
お
り
で
す
。

世
帯
構
成

月
収

（
手
取
り
）

単
身
者

１
８
万
２
千
円
以
下

２
人
家
族

２
５
万
１
千
円
以
下

３
人
家
族

２
７
万
２
千
円
以
下

４
人
家
族

２
９
万
９
千
円
以
下

※
こ
れ
を
上
回
る
場
合
で
も
、
家
賃
、
住
宅

ロ
ー
ン
、
医
療
費
な
ど
の
出
費
が
あ
る
場
合

は
考
慮
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

福
岡
法
�
局
行
橋
支
局　

�
�
係

☎
22
・
０
４
７
６

８
月
の
講
座

◆
犀
川
地
区
ふ
れ
あ
い
大
学

開
催
日　

７
日
㊍

講
演
①　

�
時
30
分
�
10
時
40
分

講
師　

梅
林
爲
德
さ
ん

（
社
団
法
人
み
や
こ
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
）

内
容　
「
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

講
演
②　

10
時
50
分
�
12
時

講
師　

安
達
博
明
さ
ん

（
志
免
町
町
づ
く
り
協
議
会
）　

内
容　
「
行
政
と
住
民
の
協
働
」

場
所　

み
や
こ
町
中
央
公
民
館

◆
城
井
地
区
さ
わ
や
か
大
学

日
時　

21
日
㊍�

時
30
分
�
12
時
20
分

講
師　

み
や
こ
町
博
物
館
学
芸
員

内
容　

み
や
こ
町
歴
史
民
俗

博
物
館
見
学

場
所　

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

◆
伊
良
原
地
区
ふ
れ
あ
い
大
学

開
催
日　

６
日
㊌

講
演
①　

10
時
�
11
時
30
分

講
師　

平
田
眞
知
子
さ
ん

　
　
　
　
（
薬
草
研
究
家
）

内
容　
「
身
近
な
薬
草
」

講
演
②　

12
時
30
分
�
14
時

講
師　

�
地
政
人
さ
ん（
九
州
電
力
）

内
容　
「
暮
ら
し
の
中
の
電
気
」

場
所　

伊
良
原
地
区
集
会
所

　
　
　
　
（
ふ
る
さ
と
会
館
）

◆
豊
津
平
成
学
級

日
時　

21
日
㊍　

�
時
30
分
�
11
時

講
師　

宮
城
尚
志
さ
ん

　
　
（
行
橋
警
察
署　

�
犯
係
）

内
容　
「
高
齢
者
の
安
全
に
つ
い
て
」

場
所　

豊
津
公
民
館

◆
勝
山
た
ち
ば
な
大
学

日
時　

29
日
㊎13

時
30
分
�
15
時
30
分

講
師　

御
手
洗
四
十
�
さ
ん

内
容　

陶
芸
教
室

場
所　

ゆ
い
の
郷
陶
芸
館

◆
犀
川
女
性
学
級

日
時　

22
日
㊎　

10
時
�
12
時

講
師　

塩
谷
雅
子
さ
ん

　
　
（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
）　

内
容　
「
呆
け
て
も
心
は生

き
て
い
る
」

場
所　

み
や
こ
町
中
央
公
民
館

◆
豊
津
女
性
学
級

日
時　

28
日
㊍　

10
時
�
12
時

講
師　

八
木
美
智
子
さ
ん

　
　
　
（
�
費
生
活
専
門
相
談
員
）

内
容　
「
悪
徳
商
法
か
ら

身
を
守
る
た
め
」

場
所　

豊
津
公
民
館

◆
勝
山
女
性
学
級

日
時　

21
日
㊍　

10
時
�
12
時

講
師　

平
田
眞
知
子
さ
ん

内
容　
「
身
近
な
薬
草
」

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

みやこ町の電話帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権男女共同参画課

→☎ 32-2511
住宅管理課 →☎ 32-2512
税務課・徴収対策課 →☎ 32-2515
住民課 →☎ 32-2510
介護福祉課 →☎ 32-8032
健康づくり課 →☎ 32-2725
会計課 →☎ 32-2517
建設課 →☎ 42-0153
伊良原ダム対策課 →☎ 42-0152
農政課・農業委員会 →☎ 42-0151
犀川支所総合窓口課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
教務課 →☎ 33-3112
生涯学習課 →☎ 33-3114
　勝山教育係 →☎ 32-5540
　犀川教育係 →☎ 42-1365
豊津支所総合窓口課 →☎ 33-3111
サン・グレートみやこ →☎ 32-5540
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
ゆいの郷 →☎ 32-6020
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000
歴史民俗博物館 →☎ 33-4666
みやこ町社会福祉協議会  →☎ 32-2880

みやこ町総合観光案内所

☎ 33-5771

書道三人展
7月29日

～8月3日  松尾正樹さん

豊の津　叶ふ人形展

8月5日
～20日  恒富江津さん

宝花教室　書道展
8月24日

～9月7日    冨野寿美子さん

　お盆休み
　８月 13 日・14 日・15 日

ギャラリー案内□
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
基
準
が

 10
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
□

Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放
送
局

　

障
害
者
の
方
に
対
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
�
信
料
の
免
除
基
準
が
平
成
20
年

10
月
１
日
よ
り
下
記
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
�
信
料
免
除
申
請
の

�
け
�
け
を
８
月
１
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
※
免
除
は
10
月
か
ら
で
す
。

　

申
請
の
�
�
は
�
庁
介
護
福
祉
�

福
祉
係
、
各
支
所
�
合
窓
口
係
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
際
に
は
印
鑑
と
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放
送
局
営
業
�

西
田
・
高
木

☎
０
�
３
・
５
�
１
・
５
０
２
０

放送受信料免除基準（平成 20 年 10 月 1 日から）
身体障害者 知的障害者 精神障害者

全額免除
障害者の方を世
帯構成員に有す
る場合

世帯員全員が
市町村民税

非課税

世帯員全員が
市町村民税

非課税

世帯員全員が
市町村民税

非課税

半額免除
障害者の方が世帯
主の場合

視覚・聴覚
障害者

重度の
身体障害者

（内部障害等
を追加）

重度の
知的障害者

重度の
精神障害者

□
「
全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会
」

の
開
催
に
つ
い
て
□

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、

遺
言
や
相
続
、
悪
質
な
訪
問
販
売
被

害
な
ど
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
20
年
�
月
７
日
㊐

　
　
　
　

10
時
�
16
時

【
方
法
】
面
談
相
談
（
無
料
）

※
予
約
さ
れ
た
方
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
会
場
】
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊

支
�
（
田
川
市
栄
町
２
番
３
号

第
１
大
城
ビ
ル
２
階
）

【
予
約
�
�
�
�
】

　

８
月
18
日
�
�
�
月
５
日
㊎

　

10
時
�
16
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
）

【
予
約
電
話
番
号
】

　

☎
０
�
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１

【
主
催
】

　

福
岡
県
司
法
書
士
会

　
（
財
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
岡
支
�
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平成 19 年 8 月 3 日

高島 曜
ひかり

ちゃん（犀川）

　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写真を掲載しています。
　掲載対象者は 7 月1日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。また、掲載の１か月前
に健康づくり課から掲載のご案内が自宅に届きます。

Happy Birthdayお誕生日おめでとう

一緒に子育て頑張りましょう！
子育て支援センターのイベント

【勝山・犀川】 【豊津】
連絡先　勝山子育て支援センター
☎ 32・2176

連絡先　豊津子育て支援センター
☎ 33・4152

日時 7日 ㊍ 10時 30分 ～ 日時 5日 ㊋ 10時 30分 ～
場所 ゆいの郷 場所 祓郷保育所
内容 すいか割り 内容 「プール遊びをしよう！！」

日時 20日 ㊌ 10時 ～ 日時 22日 ㊎ 10時 30分 ～
場所 黒田保育所 場所 祓郷保育所
内容 プール遊び 内容 「水＆プール遊び」

日時 30日 ㊏ 10時 30分 ～ 日時 28日 ㊍ 11時 30分 ～
場所 黒田保育所 場所 すどりの里
内容 このゆびと～まれ 内容 お誕生日会

８月

平成 19 年 8 月1 日

鈴木 瑠
る な

菜ちゃん（豊津）

平成 19 年 8 月 27 日

市岡 結
ゆ あ

愛ちゃん（勝山）

平成 19 年 8 月11 日

御領 頼
よ り ち か

千夏ちゃん（豊津）

平成 19 年 8 月13 日

桃坂 和
か ず き

希ちゃん（勝山）

平成 19 年 8 月 24 日

平 遼
りょうた

太ちゃん（豊津）
平成 19 年 8 月 25 日

川口 礼
れ お ん

恩ちゃん（豊津）

平成 19 年 8 月13 日

宮尾 優
ゆ う た

汰ちゃん（犀川）

図書の寄贈

中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455
図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書館みんなの

としょかん

おはなし会

中央図書館　14 時から
8月10日㊐一般向け
アイ・ラヴ・ユー（111分）1999 年製作
言葉じゃない。感じてください。最高の愛の物語。
8月24日㊐児童向け
ハリー・ポッター（157分）2005 年製作 
字幕スーパー版
世界の三大魔法学校が魔力を競い合う伝説のイベント

「三大魔法学校対校試合」の開催が決定。史上最大
のスケールで描かれる激動の第 4 章！

◎チャレンジ教室（対象　小学生）参加費100 円

犀川図書館　8月26日㊋　30人
　受付時間：13 時～　開始：13 時 30 分～15 時
工作「ネリノのおともだちを作ろう」
　絵本「まっくろネリノ」のネリノにお友だちを作っ
てあげましょう。
講師　九州産業大学のみなさん
申込みは、8月7日㊌から、犀川図書館へ。

＜土曜日のおはなし会＞　4 才くらいから
中央図書館　毎週土曜日 14 時 30 分～
8 月 23 日は「おひさまの会」
犀川図書館　8 月 9 日、23 日 14 時～
勝山図書館　毎週土曜日 14 時 30 分～
8 月 23 日は「もこもこ」
＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3 才くらい
勝山図書館　8 月1日㊎、15 日㊎ 10 時 30 分～

休館日

8・9 月の休館日（全館共通）
8 月 4 日 /11 日 /18 日 /25 日 /31 日
夏まつりのため、勝山館は8月22日臨時休館します。
9 月 1 日 /8 日 /15 日 /22 日 /29 日 /30 日
蔵書点検のため、各館では次の期間休館します。
中央館　9 月 2 日㊋～ 6 日㊏
犀川館　9 月 9 日㊋～ 13 日㊏
勝山館　9 月 16 日㊋～ 20 日㊏

映画会

夏休みの行事のお知らせ

ありがとうございました（敬称略）
有松智惠子　松本俊弘　吉村良男

　新着資料の一部を紹介します。貸出中の場合は予約でき
ます。
＜一般書＞

（文芸書）『おれたちの街』逢坂剛　集英社 /『決壊』平野
啓一郎　新潮社 /『錦』宮尾登美子　中央公論新社 /『長
い終わりが始まる』山崎ナオコーラ　講談社 /『夢のあと
さき』村山由佳　集英社 /『きみが見つける物語（スクー
ル編）』あさのあつこ　角川書店 /『きみが見つける物語
放課後編』浅田次郎　角川書店 /『かささぎ』ジェームス
三木　日本放送出版協会 /『虚空の双龍』篠崎紘一　新人
物往来社 /『老嬢は今日も上機嫌』吉行和子　新潮社（そ
の他）『なるほど解決！木工Ｑ＆Ａ』荒井章　日本放送出
版協会 /『缶詰でおいしいレシピ』谷島せい子　家の光協
会 /『トコトンやさしいバイオエタノールの本』坂西欣也
　日刊工業新聞社 /『なにがスゴイか？万能細胞』中西貴
之　技術評論社 /『いのちとこころを救う災害看護』小原
真理子　学研　
＜児童書＞

『地球環境とわたしたちの暮らし』住明正　実業之日本社
/『宇宙においでよ！』野口聡一　講談社 /『ミヤマ物語』
あさのあつこ　毎日新聞社 /『ゆうびんひこうきこうのと
りごう』ジェームス・クリュス　フレーベル館 /『いぬ・
ねこせかい地図絵本』高井　ジロル　カンゼン /『もっと
楽しいミニチュアクラスト』及川久美　学研

新着案内

　久保保育所での移動図書館の様子

カ
レ
ン
ダ
ー

（
８
月
）

２
日
㊏
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
�
時
30
分
� 

勝
山
体
育
館
）

５
日
㊋
★
そ
ら
ま
め
教
室

（
10
時
～ 

す
ど
り
の
里
）

６
日
㊌
★
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
（
13
時
30
分
～ 

犀
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

７
日
㊍
乳
児
健
診
（
13
時
30
分
～
ゆ
い
の
郷
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

　
（
19
時
～

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
）

８
日
㊎
乳
児
健
診

　
（
13
時
30
分
～

犀
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

12
日
㊋
★
ひ
ま
わ
り
教
室（ゆ
い
の
郷
）

１
歳
半･

３
歳
児
健
診

・
幼
児
フ
ッ
素
塗
布

（
13
時
30
分
～
す
ど
り
の
里
）

19
日
㊋
★
そ
ら
ま
め
教
室

（
10
時
～ 

す
ど
り
の
里
）

★
食
の
講
演
会

　
（
10
時
～ 

犀
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

22
日
㊎
慰
霊
祭
・
夏
ま
つ
り

（
サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
）

※
ゆ
い
の
郷
の
浴
場
は
休
館
し
ま
す

26
日
㊋
★
ひ
ま
わ
り
教
室（ゆ
い
の
郷
）

30
日
㊏
み
や
こ
町
人
権
教
育

研
究
会
講
演
会
「
も
も
子
」

　
（
14
時
20
分
�

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
）

９
月

６
日
㊏
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
�
時
30
分
� 

勝
山
体
育
館
）

★
の
教
室
は
予
約
が
必
要
で
す

納
期
限　

９
月
１
日

　

住
民
税

普
通
徴
収
２
�

　

国
民
健
康
保
険
税

普
通
徴
収
２
�

　

介
護
保
険
料

普
通
徴
収
２
�

　

後
�
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収
２
�
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　7 月 10 日、サン・グレートみやこで第 38 回郡市少年の主張弁
論大会が開催されました。近年、少年非行の低年齢化や陰湿さが大
きな社会問題になっていることから、非行防止の意識高揚と明るい
地域社会の創造に資することを目的として行われています。大会に
は、行橋市・京都郡内の中学校 13 校が参加。みやこ町内の中学校
の代表者も、日常生活の中で感じたことや自分の夢などをテーマに
熱弁をふるいました。
　また、アトラクションとして光冨神楽が披露され、豊津中学校の
白川雄大さん、中島優一さん、山田泰久さん、育徳館中学校の木村
亮太さんの 4 人によるすばらしい舞に、会場からは大きな拍手が
起こっていました。

鈴木　沙希さん
伊良原中学校 3 年

「伊良原の水」 中村　智尋さん
豊津中学校 3 年

「今私にできること」

武内　雄希さん
犀川中学校 3 年

「僕の夢と家族の支え」

城島　楓さん
勝山中学校 2 年

「言葉の使い道」

光冨神楽による
「花神楽」の舞

【
編
集
後
記
】　

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し

て
。
７
月
１
日
よ
り
、
�
報
の
担
当
と

な
り
ま
し
た
吉
武
で
す
。

　

異
動
し
た
ば
か
り
で
不
慣
れ
な
も
の

で
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
見
づ
ら
い

点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

少
し
ず
つ
勉
強
を
し
て
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
�
の
イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事

を
掲
載
し
て
、
み
な
さ
ん
に
身
近
な
�

報
誌
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど

し
ど
し
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
吉
武
）
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